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令 和 ７ 年 １ 月 臨 時 会 

 

令和７年１月２８日（火曜日） 
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 田 川 美和子 事 務 局 長  鈴 木 淳 子 主 幹 
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◎ 説明のため議場に出席した者の職氏名 
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 鈴 木 淳 子 監査委員事務局長   

 

◎ 議 事 日 程 

 

令和７年１月２８日（火） 午前９時開会、開議 

 

 議事日程第１号 

   日程第１   会議録署名議員の指名 

   日程第２   会期の決定 

   日程第３   議案の上程 

     議第１号  令和６年度河北町一般会計第９回補正予算について 

     議第２号  河北町児童動物園改修工事請負契約の一部変更について 

   日程第４   提案理由の説明 

   日程第５   議案の審議、採決 

     議第１号  令和６年度河北町一般会計第９回補正予算について 

     議第２号  河北町児童動物園改修工事請負契約の一部変更について 

閉  会  

 

◎ 本日の会議に付した事件 

       議事日程第１号のとおり 

 

◎ 開   議 

午前９時 

○丹野貞子議長 おはようございます。 

   本日の欠席通告議員はありません。 

   ただいまの出席議員数は14名であります。

定足数に達しておりますので、令和７年１月

河北町議会臨時会を開会します。 

   直ちに本日の会議を開きます。 

   本日の議事日程はお手元に配付のとおりで

あります。 

○丹野貞子議長 日程第１、会議録署名議員の指

名を行います。 

   会議録署名議員は、会議規則第123条の規定

により、議長から指名します。 

     ３番 安孫子 真 弥 議員 

     ５番 石 垣 光 洋 議員 

  の両名を指名します。 

○丹野貞子議長 日程第２、会期の決定について

を議題とします。 

   お諮りします。本臨時会の会期については、

本日１日限りとしたいと思います。これに異

議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、本臨時会の会期は本日１日限りと

決定しました。 

○丹野貞子議長 日程第３、議案の上程を行いま

す。 

   議第１号 令和６年度河北町一般会計第９

回補正予算について 

   議第２号 河北町児童動物園改修工事請負

契約の一部変更について 

   以上、２議案を一括上程します。 

○丹野貞子議長 日程第４、提案理由の説明を行
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います。 

   提案者から提案理由の説明を求めます。 

   「森谷町長」 

○森谷俊雄町長 おはようございます。 

   本日、令和７年１月河北町議会臨時会を招

集いたしましたところ、議員の皆様には何か

とお忙しい中ご参集いただき、厚くお礼申し

上げます。 

   それでは、本日ご提案申し上げております

議案につきまして、ご説明申し上げます。 

   議第１号令和６年度河北町一般会計第９回

補正予算について申し上げます。 

   今回の補正予算は、歳入歳出それぞれ５億

693万8,000円を追加し、歳入歳出予算の総額

を117億4,931万3,000円とするものでありま

す。 

   内容につきまして、歳出から順を追って申

し上げます。 

   ３款民生費の社会福祉総務費では、国民の

安心・安全と、持続的な成長に向けた総合経

済対策を踏まえ、低所得者支援として、令和

６年度における個人住民税均等割非課税世帯

に対し、１世帯当たり３万円を給付するとと

もに、18歳以下の子供１人当たり２万円を加

算して給付するための費用を追加するもので

あります。 

   ７款商工費の商工総務費では、ふるさと納

税の寄附額が見込みを上回ったことから、ふ

るさと応援基金への積立金を増額するもので

あります。 

   商工業振興費では、エネルギー・食料品等

の物価高騰による各家庭の負担増を踏まえ、

家計への支援及び町内経済の活性化のため、

かほくほくほく応援券を発行するための費用

を追加するものであります。 

   次に、歳入について申し上げます。 

   15款国庫支出金では、事業の歳出額に合わ

せて、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交

付金を補正するものであります。 

   16款県支出金では、事業の歳出額に合わせ

て、山形県地域経済活性化・物価高騰対策事

業費補助金を追加するものであります。 

   18款寄附金では、ふるさとづくり寄附金を

増額するものであります。 

   19款繰入金では、ふるさと応援基金繰入金

を歳出に合わせて補正するものであります。 

   次に、第２表繰越明許費では、物価高騰対

応低所得世帯支援給付金事業及びエネルギ

ー・食料品等物価高騰対策かほくほくほく応

援券の事業については、令和７年度に及ぶこ

とから繰り越すものであります。 

   以上が、令和６年度河北町一般会計第９回

補正予算の概要であります。 

   次に、議第２号河北町児童動物園改修工事

請負契約の一部変更について申し上げます。 

   公園改修工事における舗装及び舗装部の改

良などの歩道舗装工事や既設遊具移設工事な

どについて変更して施工するものであり、契約

金額を379万8,300円増額し、２億905万8,300

円に変更するものであります。 

   以上、本臨時会に提案いたしました２議案

についてご説明申し上げましたが、ご審議の

上、ご可決賜りますようお願い申し上げます。 

○丹野貞子議長 以上で提案理由の説明を終わり

ます。 

○丹野貞子議長 日程第５、議案の審議、採決を

行います。 

   お諮りします。議案が事前に配付されてお

りますので、審議の際の議案の朗読は省略し

たいと思います。これに異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、議案の朗読は省略することにしま

す。 

   最初に、議第１号令和６年度河北町一般会

計第９回補正予算についてを議題とします。 
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   歳入歳出全款等についての質疑の通告を求

めます。 

   （７番の通告あり） 

   確認します。７番木村章一議員、落ちあり

ませんか。 

   それでは、「７番木村章一議員」 

○７番（木村章一議員） 一般会計第９回補正予

算案について質疑します。 

   10ページ、歳出の３款１項１目物価高騰対

策低所得者世帯支援給付金についてでありま

すけれども、対象者としてはですね、今説明

あったように、住民税非課税世帯に一戸当た

り３万円と、18歳以下の町民にですね、２万

1,000円ということですが、この特定する時点

というのはどの時点か、18歳以下というのは

どの時点なのかということをお聞きします。 

   それから、これの給付方法と時期ですね、

いつ頃給付になるかと、どんな方法でやるか

ということについてお聞きします。 

   もう一つは、同じ10ページ、７款１項２目

ほくほく応援券事業ですけれども、対象者、

これどの時点で町民になったかと、どの時点

まで町民であったかというところについて。

それから、内容と方法、給付の方法ですね、

応援券を給付する方法、時期、あと紙とデジ

タルの使い分けなどについて説明を求めます。 

   以上、お聞きします。 

○丹野貞子議長 「矢作健康福祉課長」 

○矢作勲健康福祉課長 おはようございます。 

   それでは、７番木村議員のお尋ねについて、

まず１つ目ですが、対象者を特定する時期、

これはもちろん当該支給者とあと18歳以下の

子供１人当たりというふうなことも含めてな

んですが、これは令和６年12月13日時点とい

うふうな明確な基準日がございますので、そ

れを遵守するというふうなことで考えておる

ところでございます。 

   あと２つ目、支給の方法と時期であります

が、支給の方法というふうなものにつきまし

ては、従来行われてきた給付金と同様にです

ね、令和６年度住民税非課税世帯の対象者に

対しまして、支援給付金の確認書を送付、こ

ちらからいたします。それで確認書で氏名、

受取口座情報等の確認をしていただきまして、

また口座等の変更がある場合は新たな口座の

記入などを行っていただきまして、口座番号

の写しを添付の上、提出をしていただいて、

その確認が行われた後になりますが、受取口

座のほうに振り込むというふうなことに予定

しておるところでございます。 

   システム改修の時期について、振り込まれ

る、確認書を送れる時期というのは決まって

くるもんですから、それが終われば順次行っ

てくるものというふうに解されますが、もち

ろん年度を越してしまうというふうなことを

想定して、先ほども繰越しのほうの手続もさ

せていただいたところでありますが、確認書

がこちらに届いて、それを確認し次第ですね、

振り込むというふうな手はずは行いたいとい

うふうに考えておるところでございます。 

○丹野貞子議長 「軽部商工観光課長」 

○軽部広文商工観光課長 10ページ、11ページ、

７款１項２目商業振興費、エネルギー・食料

品等物価高騰対策かほくほくほく応援券事業

についてのご質疑でございますが、まず１つ

目の対象者につきましては、令和７年３月１

日現在の河北町住民基本台帳登録者が対象と

なることになります。 

   また、内容につきましては、このたびかほ

くほくほく応援券事業第３弾ということでキ

ャッシュレス決済が可能ということで、１人

当たり3,000円の給付を行う予定でございま

す。電子商品券の場合と紙商品券の場合とい

うことで２パターンございまして、利用可能

内容については、大型店舗を含む全取扱店、

いわゆる共通券、こちらのほうについては
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2,000円、町内事業者のみの限定券については

1,000円、合わせまして3,000円とさせていた

だく予定でございます。 

   なお、利用期間におかれましては、令和７

年３月中旬をめどに、電子商品券の開始、そ

れから紙商品券については、令和７年４月下

旬をめどに開始できるということで、６月30

日まで利用期間を設けている予定でございま

す。 

○丹野貞子議長 「７番木村章一議員」 

○７番（木村章一議員） 住民税非課税世帯とか、

それから18歳以下ということについてのその

時期ですね、町民にいつ頃届くかということ

について、今まで何回かやっているので、大

体流れ把握するとこの頃にはなるだろうと。

今、こちらのほくほく応援券事業については

具体的に時期、説明ありましたが、こちらの

ほうはいかがでしょうか。そこだけお聞きし

ます。 

○丹野貞子議長 「矢作健康福祉課長」 

○矢作勲健康福祉課長 先ほども説明いたしまし

たが、システム改修の時期と、あと確認書の

届く時期というふうなことは前提としてある

わけなんですけれども、順調にいきまして、

早ければ３月下旬というふうなことは想定さ

れるのかなというふうに思います。 

○丹野貞子議長 「７番木村章一議員」 

○７番（木村章一議員） 分かりました。こちら

は作業ですので、使える、いつまで使えると

かというそういったことはもちろんなくて、

もう仕事の進み具合で終わるということでよ

ろしいわけですね。 

   以上、終わります。 

○丹野貞子議長 以上で、７番木村章一議員の質

疑を終わります。 

   以上で質疑を終結します。 

   討論に入ります。討論ありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   討論なしと認めます。 

   採決します。 

   採決は、電子システムによる投票により行

います。 

   本案を原案のとおり決するに賛成の方は賛

成のボタンを、反対の方は反対のボタンをそ

れぞれ押してください。 

   （電子採決） 

   押し忘れなどありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   押し忘れなしと認め、確定いたします。 

   賛成全員であります。 

   よって、議第１号令和６年度河北町一般会

計第９回補正予算については、原案のとおり

可決しました。 

○丹野貞子議長 次に、議第２号河北町児童動物

園改修工事請負契約の一部変更についてを議

題とします。 

   担当課長の説明を求めます。 

   「軽部商工観光課長」 

○軽部広文商工観光課長 議第２号河北町児童動

物園改修工事請負契約の一部変更についてご

説明申し上げます。 

   令和６年７月１日、議第47号河北町児童動

物園改修工事請負契約の締結についてご可決

いただきましたこの工事は、公園改修工事に

おける舗装及び舗装部の改良などの歩道舗装

工事や既設遊具移設工事などについて変更し

て施工するものであり、契約金額を379万

8,300円を増額いたしまして、２億905万8,300

円に変更するものであります。 

   以上、よろしくお願いいたします。 

○丹野貞子議長 担当課長の説明が終わりまし

た。 

   質疑に入ります。 

   質疑の通告を求めます。 

   （10番の通告あり） 

   確認します。10番林智議員。 
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   それでは、「10番林智議員」 

○10番（林智議員） それでは、質疑を行わせて

いただきます。 

   この動物園改修請負工事の一部変更という

ことで、その中でふれあい館施設工事の中で

も変更があるということでお伺いしておりま

す。バルコニーのメッキ処理というものを追

加で行うということ、さびにくいメッキ処理

を追加で行うということと、点検口も６か所

から７か所に増やすというふうなことをお聞

きしておりますが、この変更に至る経緯です

ね、例えば、誰が要は設計業者のほうからの

お話なのか、工事担当業者からのほうの依頼

なのか、また、これがいつの時点なのかとい

うことをお伺いしたいと思います。 

○丹野貞子議長 「軽部商工観光課長」 

○軽部広文商工観光課長 まず、バルコニーのメ

ッキ処理につきましては、施設の長寿命化を

考慮して変更するものでございます。 

   また、天井点検口の追加ということで、全

員協議会でもご説明させていただきましたが、

こちらのほうは当初予定していた箇所数より、

さらに今後管理していく上で点検、それから

修繕を含めた点検口がさらに必要であるとい

うことで、これは施工管理をお願いしている

業者と我々商工観光課のほうで協議させてい

ただいて、増やすという経緯に至ったところ

でございます。 

○丹野貞子議長 「10番林智議員」 

○10番（林智議員） ありがとうございます。 

   状況によりそういった変更というのは随時

必要な部分もあると思うのですが、こういっ

た例えば長寿命化であったり点検の配慮とい

う部分では、設計時のほうの積算の部分での

漏れというような感覚ではなかったのかちょ

っとお伺いしたいと思います。 

○丹野貞子議長 「軽部商工観光課長」 

○軽部広文商工観光課長 今回の先ほど申し上げ

た中身については、設計時点での漏れという

ことではなく、施工していく上で、さらにこ

ういったことが長寿命化については必要であ

るということが判明されまして、それに基づ

いて協議させていただいて、このたび変更さ

せていただくということに至ったところでご

ざいます。 

○丹野貞子議長 「10番林智議員」 

○10番（林智議員） 分かりました。ありがとう

ございます。 

○丹野貞子議長 以上で、10番林智議員の質疑を

終わります。 

   以上で質疑を終結します。 

   討論に入ります。討論ありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   討論なしと認めます。 

   採決します。 

   採決は、電子システムによる投票により行

います。 

   本案を原案のとおり決するに賛成の方は賛

成のボタンを、反対の方は反対のボタンをそ

れぞれ押してください。 

   （電子採決） 

   押し忘れなどありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   押し忘れなしと認め、確定いたします。 

   賛成全員であります。 

   よって、議第２号河北町児童動物園改修工

事請負契約の一部変更については、原案のと

おり可決しました。 

○丹野貞子議長 以上で、本臨時会に付議されま

した事件は、全て議了しました。 

   これをもって、令和７年１月河北町議会臨

時会を閉会します。 

   お疲れさまでした。 

午前９時２０分  閉 会  

 

 
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   会議の経過を記載し、その相違のないこと

を証するためここに署名します。 

   令和７年１月 

 

  河 北 町 議 会 議 長  丹 野 貞 子 

 

  河北町議会署名議員  安孫子 真 弥 

 

  河北町議会署名議員  石 垣 光 洋 
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